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月1日播きになるとその転換点が不明瞭になった．

第1出葉転換点の時期は9月22日播きでは11月10日前

後，10月15日播きでは11月20日前後，10月20日播きでは

11月30日前後になった．

第1出葉転換点の時期は播種期の違いによって15日内

外の開きはあったが，気温の影響をうけてはじめに出菓

間隔の長くなる時期を10月15日及び9月22日播種の場合

を併せて考えると11月5日前後にあったようで，10月20

日播きでははじめから低温の影響をうけていることにな

り，播種適期という点からみればもっと早くなければな

らないように思われる．第1転換点から第2転換点まで

の出葉間隔は著しく高くなり，出葉適期は30日内外にな

ったが，個体別にみると全く発育停止はしていないよう

である．

2．主稗出葉と温度との関係

主梓出葉間隔の質的な変動よりも気温の変動による影

響が大きいが，気温の低下とともに出葉間隔は大きくな

り，その倹向を見ると第2回の通りである．今この変動

をみると曲線的な憤向を示し，10月16日播きではY＝

50．28－4．14Ⅹ＋0．002Ⅹ2で現されるようで，比較的こ

れらの間に密接な関係を示している．気温が10℃以上に

なると出菓間隔は略Constantになる．これは播種細を

変えても同様な慨向を辿る．

3．分けつ経過

分けつ速度は主梓出葉速度と密接な関係があるから，

時期的にみた分けつ割合は越冬前期と越冬後期に頻度の

高い山が現れるのが普通である．播種期の相違による分

けつ増加量の違いは，早播程越冬前期に多く，晩播程逆

転して，越冬後期に増加率が大きくなる．分けつ終止期

は気温だけでは特に大きな関係がなく，基本栄養生長性

と気象環境との関係を併せて考えてみる必要がある．毛

効茎の変動をみると早播きは越冬前期の茎が大部分有効

化し，播種期が遅くなる捏越冬期間から越冬後の茎数に

依存するようになり，晩播になるとほとんど越冬後の茎

数が有効化する．次位別にみた有効・無効茎の関係は次

位別に有効化した割合は大小麦ともに同様な傾向を辿り

C号分けつは60～70％，Ⅰ・Ⅱ号分けつは100％．Ⅲは

95％である．2次分けつではCpが8～20％．Ipは80％，

Ilが50％，Ⅱp40％その他5％内外であるから．分け

つの主体はⅠ・Ⅱ・Ⅲ号分けつに．

4．分けつ次位別生産能力

分けつ次位別生産能力の表現とし，次位別分けつの有

効茎の発生割合と，その次位別のそれぞれの穂重の相乗

群をもって示した．生産能力は主梓が最も大きい．主梓

の能力を100とすればC分けつが20～40％，Ⅰ号分けつ

が84％，Ⅱが80％，Ⅲが65％，Ⅳが25％，Ip50％，I130

％，ⅠIp20％である．収量の主体は主稗・ⅠⅡ号分けつで

その外は減少し，粒重も低下する．更に播種期が遅延し

た場合この関係が標準播きと大体同様な憤向を辿るが，

粕重の低下で生産力は低下する．

5．千乗の肥大と気象要素との関係

豊熟期間中梅雨の影響をうける当地方では，豊熟環境

は余り良好でない．登熟期間中気象要素と粒肥大関係は

出穂期後25日頃までは気温の影響をうけるが，出穂期後

25日以降は当地方では日照時数の影響が大きく，異常高

軌まむしろ粒肥大抑制となる．
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1．ま　え　が　き
きいが，それに対する有効茎歩合は極めて低く収最を構

成するけつ子は主茎や1次の強い123号分業位であ

麦類は概して栄養生長期間中における茎数の増加は大　る．この多い無効茎がどのように養分を吸収し天析する
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かまた有効化するものはどのような塾をとるか不明の点

が多いので硫安・尿素を追肥して各薬子毎の養分吸収状

況とこれが生産力に及ぼす影響について検討した．

2．試　験　方　法

NPKそれぞれ1．0貫を元肥として正粂播（3×3cm

3条）したアオバ小麦に3月15日（StageⅦ）にNO．3貫

を硫安・尿素を追肥し所定の時期に抜取り分秦茎毎に調

査した．

3．試　験　成　績

1．草丈について

1次分葵の1位から3位までは同ごような生長量を示

めし追肥の影響は判然としないが．5位以下と2次分薬

の薬子は無追肥区の生長量は少なく追肥したものは稗々

多い．掛こ硫安追肥に苦しい債向がある．従って有効化

するものは硫安追肥に多く，尿素の追肥は高次茎の有効

化には役立たない．

2．乗数について

ここでは生薬について調査したものであるが，主持薬

数に比し1～2枚程度少ないものまでは有効化してい

る．追肥による影響はほとんど認められない．また止棄

長について調査した結果，位別次別によって異なり，そ

れが高まるにつれて短かくなっているが，追肥すると下

位のもの及び高次のものの止菜長が増大する．

3．茎数について

茎数の増加割合は硫安追肥区に著しく尿素追肥は無追

肥と大差なく分簗茎の増加には役立っていない．無効分

垂茎の枯死は窒素の追肥に著しい．従って有効茎と無効

茎との区分が窒素追肥したものが速く決定され，有効茎

の生育を有利に導いているとみられる．その憤向は尿

素＞硫安で積数も増加している．

4．収量について

梓重は尿素追肥＞無追肥＞硫安追肥の順であり，子実

重は硫安追肥＞尿素追肥＞無追肥で追肥による子実生産

能率は硫安追肥が著しい．これを築子別にみると，主梓，

1次2位・3位の順でCは綿々劣る．無追肥と尿素追肥

とは大差なく尿素追肥したものは2位以下の薬子の生産

能率が高い．硫安追肥は尿素追肥より著しく高く34～40

％にある．平均1穂当りの重量と粒数についてみると1

穂重は追肥したものは著しく多く特に硫安追肥が大であ

る．硫安追肥したものは分秦位の進むにつれて増加する

割合が大である．尿素は1位の穂を最高にし分森位の高

まるにつれて増加割合が減少する．斯る幌向は1穂粒数

においても同様である．1，000粒重を見ると硫安追肥は

増加するが尿素追肥はほとんど増加しない．特に1次の

Cは軽く1次の2位のものが僅かに重い傾向がみられ他

は全く変化がない．

5．着分合畳について

窒素含量は尿素追肥によって著しく，その含量を増大

するが，硫安は媛悦である．これを薬子別に見ると尿素

は初期は主梓第1次のcc－P，2－P，1－P等に多

く含まれ，外は略同様であるが，次第に1次の142，2

次の1－1，C－1等が追付く憤向を示した．硫安追肥

は初期は無追肥とほとんど差が認められないが高次分け

つは比較的多い．しかし次第に多くなる．燐酸は窒素の

追肥によって各薬子ともその含量が高まる．加里は窒素

を追肥すると当所はその含量が低下する，その割合は硫

安・尿素に差はみられない．しかし次第に吸収保蓄され

るがその割合は尿素追肥は比較的速い傾向にある．

6．養分吸収量について

吸収量について見ると窒素は窒素の追肥によって各時

期とも増大するが，この度は尿素追肥は僅かに高い．こ

れを薬子別に見ると主得1．2．3Cl－Pの順で増加

していく割合も大きいが，無効茎となるものは増減の動

きが全く見られない．また燐酸も窒素と同様の傾向であ

るが各薬子とも4月上旬までの調査では増減はほとんど

なく，4月下旬になって急激に増加するが無効茎はしな

い．加里も窒素と同様の傾向であるが窒素追肥によって

当所は減少する．

4．考　　　　　察

窒素の追肥により茎数・穂数及び有効茎歩合，穂重及び

1・000粒重等増加するt　特に高次分秦に大きく働き硫安

追肥に長く見られた．これは追肥時のStageと関係する

ものと思はれるが，尿素は追肥後の含量の著しい増大か

ら速やかに吸収され．その時期が速かったため梓重を増

大するのみで穂の形成には役立なかったものと考える．

硫安の追肥はこの吸収は巌健であったため，梓重の増大

はみられず．穂の形成に役立ったものと思う．従って尿

素を追肥する場合には硫安より遅日に施すべ．きであろ

う・また窒素・燐酸・加里の吸収量からみると無効秦と

なるものは増加しないが，有効化するためには主稗100

コ体当りの各秦子別吸収量が4月には少なくとも窒素

0・2・燐酸0・1．加里0・3g以上を必要とするものと考え

られる・従って窒素の追肥により吸収量はある程度増大

することから有効差歩合を高め子実生産に役立ったもの

と思われる．


